
［執筆スケジュールと原稿の提出先］ 

 

 1. 原稿を 2022 年 2 月末までに作成し、Word ファイルを前田宛てにメールで送付

する（PDF ファイルも添付する）。 ファイル名は執筆者氏名とする (例：前田

満.doc、前田満.pdf)。原稿提出先： m-maeda@dpc.agu.ac.jp 

 

［執筆要領］ 

1. 原稿はWord をもちいて日本語で作成する。 

2.  原稿分量は、初回提出の段階では、1 ページあたり 35 文字 × 32 行で、13 ページ

以内とする。 

3. 字体は、本文、注、参考文献のいずれにおいても、和文を MS 明朝，英文を 

Century とし、10.5 ポイントの文字を使用して下さい． 

4.  原稿の 1 ページ目は、1 行目は空行、2 行目に論文タイトル (中央揃え)、３行目

にさらに空行を 1 行入れ、4 行目に執筆者名 (中央揃え)、5 行目に同じく中央揃え 

で所属 (大学名のみ) を、その後さらに空行 を 1 行入れ、7 行目から本文を書き始

める。 

5. 執筆には日本語を用い、句読点はテン (、)、マル (。) を使用する (ただし、刊行

時にはカンマ、ピリオドに変更されます)。  

6. 文体は「～だ」「～である」調で統一し、用字用語は、原則的に「常用漢字」を

用いる。それ以外のもので特に読みにくいものにはルビをつける。漢字表記かひ

らがな表記か迷うものについては、原則ひらがな使用する (例：「したがって」「す

なわち」「ほか」「など」「(この) ほう」「わかる」「いえる」)。ただし、「例えば」

は漢字を用いる。数字は原則アラビア数字使用する (例：「1 つ」「2 人」「3～5 通 り」

「6 番目」「1990 年代」)。漢字熟語の専門用語については、原則漢数字使用する

（例：「一人称」「二重目的語」「三項動詞」）。次の送りがなについては、「表す」

「行う」「断る」で統一する。 

7. セクションおよびサブセクション番号について： 下記の要領で番号をつけ、そ

れぞれに見出しタイトルをつける。セクション、サブセクションの前には、空行

を１行入れる。 



   1. セクション  

   1.1. サブセクション  

   1.1.1. サブセクション  

     …  

   1.2. サブセクション  

     …  

   2. セクション  

     …  

 

8. 本文について： 各段落の出だしのインデントは、全角 1 字分とする。 

9. 例文ついて： 例文は各論文ごとに通し番号 (アラビア数字) とし、前後に半角括

弧を付け、全角 2 字分のインデントをとる ((1)、(2)、(3) ...)。1 つの例番号に複数

の例をあげる場合は、アルファベット小文字 (ピリオド付) で区分けし、番号とア

ルファベットの間に半角 1 字分のスペースを入れる (a. b. c. ...)。なお、本文と例文

の間には空行を１行入れる。 

10. 引用文献の年号について：括弧付きで表示する (注も 同様)。ページ数は、年号

の後にコロンと半角スペースを入れ、その後に入れる (例：Chomsky (1965: 22))。  

11. 注について： 脚注とし、上付きのアラビア数字を用いて論文ごとに通し番 号と

する。謝辞がある場合は、トップページの論文タイトルの最後に上付きの * をつ

け、当該ページに脚注として入れる。なお、本文中の脚注番号は、カンマやマル

などの外に入れる (例：「であるが、1」「である。2」)．  

12. 図表について： できるだけデジタル・データ化を行いてWord 上に取り込む。

ただし、デジタル化がむずかしい場合は、プリントした原稿にコピーを貼付する。

図表には番号 (図 1、表 2 など) を各図表の下につける。図には必ずキャプションを

付ける。  

13. 参考文献について： 英文書、英文論文等は English Linguistics の書式に準ずる。

和書、和文論文等も EL の書式を日本語に当てはめた形式をとる。次例を参照。  



 

参考文献  
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